
   
 
 
 

 
 
 
 

■調査結果（単純集計・クロス集計）から分かったこと 

６．親への相談支援に関すること 

◇困窮世帯でも就学援助を受けたことがない世帯がある。 
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中央値以上(n=1152) 困窮度Ⅲ(n=701) 困窮度Ⅱ(n=162) 困窮度Ⅰ(n=286) 

◇保護者の心身で気になることについては、全体的に高い。 ◇保護者の相談相手については、公的な機関への相談割合が低い。 
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配偶者・パートナー 

自分の親 

配偶者・パートナーの親 

きょうだい・その他の親戚 

近隣に住む知人や友人 

近隣に住んでいない知人や友人 

職場関係者 

学校の先生やスクールカウンセラー 

子育て講座（小・中学生を持つ保護者を対象）等を担当す

るリーダーや職員等 

公的機関や役所の相談員 

学童保育の指導員 

地域の民生委員・児童委員 

民間の支援団体 

民間のカウンセラー・電話相談 

医療機関の医師や看護師 

インターネットのサイトへの書き込み 

その他 

中央値以上 困窮度Ⅲ 困窮度Ⅱ 困窮度Ⅰ 
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妊娠・出産 乳幼児期 学齢期 

市 
町 
村 

訪問支援事業 
（乳児家庭全戸訪問事業、養育支援訪問事業、
母子保健事業（新生児訪問、乳幼児訪問等） 

など） 等 

相談支援、交流支援事業 
（地域子育て支援拠点事業 等） 

預かり支援、生活支援事業 
（子育て短期支援事業、一時預かり事業、ファミリー・サポート・センター事業、ひとり親家庭等日常生活支援等） 

相談支援 
私立幼稚園キンダーカウンセラー事業 
（臨床心理士等による地域の保護者への相談支援） 

妊娠期から子育て期までの相談支援、支援施設・地域資源との連絡調整 
（子育て相談、利用者支援事業、子育て世代包括支援センター事業 等） 

ひとり親家庭への支援 
（養育費等支援事業、面会交流支援 等） 市町村が実施する子育て施策への支援 

（子ども・子育て支援交付金、新子育て支援交付金、 
地域福祉・子育て支援交付金等による財政支援等） 

府 

特に支援を要する子どもや家庭への支援（社会的養護） 
（児童養護施設等の入所児童への支援（家庭的養護の推進） 等） 

施設退所後 
支援 

子ども 
保護者 

妊娠期の相談支援 
（「にんしんＳＯＳ」相談事業、 

妊婦健診の未受診や飛び込みによる出産
等対策事業 等） 

家庭教育支援 
（訪問型家庭教育支援） 

家庭教育支援 
（訪問型家庭教育支援事業） 

■現行の取組み 

保育を要する家庭への支援 
（認定こども園・保育所等整備、小規模保育設置促進、放課後児童クラブ（放課後健全育成事業） 

病児保育事業・延長保育事業 等） 

相談支援（子ども家庭センター） 

連携 

■現行の取組みにおける課題・今後の対応の方向性 

・公的機関への相談割合が低い。困窮世帯でも就学援助を受けたことがない世帯がある。 
 ＊各支援制度の周知徹底 
 ＊支援を要する人を把握するため、公的機関の連携のほか、地域における見守り等により支援につなぐ仕組みを構築 

【地域人材】民生委員・児童委員、主任児童委員、CSW など 

【地域人材】保育所・認定こども園における地域貢献事業 
       （保育所や認定こども園の地域貢献支援員（スマイルサポーター）が相談に応じ、制度・サービスにつなぐ） 

【市】教育センター 

相談支援 
（教育センター 等） 

障がい・難病児等の療育支援(保健所) 

母子保健事業 
(母子手帳交付、妊婦健診、両親学級、妊産婦訪問、新生児訪問、乳幼児健診、予防接種 等) 

12 


